
　

世界YMCA／YWCA　合同祈祷週
２００９年１１月８日－１４日

　　
YMCA／YWCA 合同祈祷週は、世界中のYMCA／YWCAに連なる人々が、

一つのテーマの下に祈り行動する機会として、毎年１１月第３週に守られます。
　　

両会長からのメッセージ
　　

親愛なる姉妹・兄弟の皆様へ 
　

今年の合同祈祷週のテーマは「いま、地球市民として生きるために」です。地球市民

というテーマに光を当てることで、私たちがコミュニティで抱える問題が地球規模の

課題でもあること、そしてコミュニティレベルでそれらの問題に取り組む一方で、世

界の連帯が必要であると見抜く重要性を強調したいと思います。
　

冊子の「考えてみましょう」の箇所では、移住・ジェンダー・経済の公正・気候変動

の実情が記されており、地球市民の視座に立った洞察を与えてくれます。さらにこの

箇所は、他の人々と手をつなぎ世界とつながるべく、私たちを快適な場所から外へと

踏み出させ、私たちを「もはや、外国人でも寄留者でもなく、聖なる民に属する者、

神の家族」とならせてくれます。
　

キリスト者である私たちは、神の顕現、すなわち、神がキリストにおいて肉体となら

れることを通して闇と無知とから解放されます。私たちが目を開き世の中を見渡せば、

神の顕現の神秘は日々私たちとともにあることに気付くのです。こうして目を開くと、

非正規あるいは不法移民の中に、文化の違いにより差別される女性の中に、環境難民

の中に、また、栄養失調の子どもの中に私たちは神の御姿を見ることでしょう。そし

て、このことはコミュニティや社会の中の寄留者に対する私たちの判断や理解に新た

なチャレンジをもたらします。
　

最も弱く、自尊心を傷つけられ、尊厳を奪われた姿となって現れた神は、「誰もあえ

て名前を呼ばない者に話をし、誰も与えることができないものを与える」よう私たち

の背中を押します。そして何よりも、私たちの解放は神の解放と密接に関わっており、

運命は相互に結びつくものだということに目を向けるよう私たちを導きます。
　

さて、地球市民とは中産階級の特権か、もしくは物事を選択する時間的余裕のある人

たちが独占するものなのか、あるいは多少の快適さを犠牲にする以外、失うものは何

もない人たちに与えられたものなのでしょうか。
　

信仰は、キリスト者として私たちに、地球市民である以上に次のことを教えてくれま

す。「キリストにあって姉妹・兄弟なのです。地球市民が特別な立場の人たちに限定

されるとき、それは他のほとんどの地球の人々の権利を剥奪します。キリストは遠く

離れている人々がキリストの近くに来られるよう働かれます。地球市民について議論

される権力の中心においてではなく、ほんの一握りの人しか一杯の清潔な水を手に入

れられないような社会の周縁において」。
　

　世界YMCA同盟会長　   　　　　　 世界YWCA会長 　　

　　　　　　　　　　　　 マーティン・マイスナー　　　　　　スーザン・ブレナン

（翻訳：根岸朋子）
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私
は
熊
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
若
者
グ
ル
ー
プ
Ｐ
Ｄ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
に

所
属
し
、
２
０
０
３
年
に
は
２
代
目
代
表
を
務
め
た
。
Ｐ

Ｄ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
と
は
、
主
に
若
者
自
身
が
若
者
対
象
に
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
・
性
教
育
や
、
そ
の
根
幹
に
あ
る
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
に
つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
活
動
で
あ
る
。

　

こ
の
活
動
を
通
し
て
、「
性
」
に
つ
い
て
深
く
話
せ
る

か
け
が
え
の
な
い
仲
間
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
韓
国
Ｙ
Ｗ

Ｃ
Ａ
の
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ
や
名
古
屋
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
で
の
合

宿
な
ど
の
多
く
の
研
修
で
多
様
な
人
権
問
題
の
知
識
を
学

ん
だ
。
同
時
に
、
人
権
問
題
の
解
決
の
た
め
に
懸
命
に
努

力
す
る
人
た
ち
の
存
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も
や
若
者
に
つ
い
て
関
心
を

持
っ
た
私
は
大
学
卒
業
後
、
不
登
校
の
子
ど
も
の
フ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
の
ス
タ
ッ
フ
を
し
、
そ
の
後
は
子
ど
も
虐
待
の

現
場
で
仕
事
を
し
た
。
親
か
ら
体
罰
や
叱
責
を
受
け
続
け

る
子
、
家
に
食
糧
が
な
く
給
食
だ
け
を
食
べ
て
生
き
て
い

る
子
、
妹
や
弟
の
世
話
を
す
る
た
め
に
学
校
に
行
け
な
い

子
、
家
に
も
学
校
に
も
居
場
所
が
な
く
街
を
徘
徊
し
犯
罪

に
巻
き
込
ま
れ
る
子
、
救
わ
れ
る
は
ず
の
養
護
施
設
で
虐

待
を
受
け
る
子
…
様
々
な
苦
境
を
強
い
ら
れ
て
い
る
子
ど

も
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
た
。
日
本
に

は
な
い
と
さ
れ
が
ち
な
貧
困
や
暴
力
が
蔓
延
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
状
況
を
十
分
に
改
善
で
き
る
よ
う

な
体
制
が
日
本
に
は
な
い
こ
と
に
悔
し
い
思
い
を
し
て
き

た
。

　

私
は
今
年
９
月
か
ら
イ
ギ
リ
ス
の
児
童
虐
待
対
応
を
学

ぶ
た
め
、
１
年
間
の
予
定
で
イ
ギ
リ
ス
に
滞
在
し
て
い
る
。

日
本
の
児
童
虐
待
対
応
は
イ
ギ
リ
ス
の　

年
前
の
状
況
だ

３０

と
い
わ
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
虐
待
死
事
件
が
起
こ
る
と

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
警
察
は
大
き
な
非
難
を
市
民
か

ら
浴
び
、
児
童
福
祉
制
度
を
大
き
く
変
革
し
、
制
度
を
充

実
さ
せ
て
き
た
。
日
本
の
よ
う
に
親
、
特
に
母
親
が
非
難

さ
れ
る
だ
け
で
社
会
が
変
わ
ら
な
い
の
と
は
異
な
る
。
子

ど
も
の
権
利
は
社
会
が
保
障
す
べ
き
と
い
う
意
識
が
あ
る

国
だ
と
思
う
。
私
は
こ
う
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
虐
待
対
応
を

研
究
し
、
今
年
共
著
で
本
を
出
版
し
た
（『
子
ど
も
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
と
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
実
践
』
明
石
書
店
）。

今
後
イ
ギ
リ
ス
で
の
実
際
的
な
対
応
の
詳
細
を
研
究
し
、

ま
た
日
本
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

　

Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
か
ら
学
ん
だ
人
権
意
識
や
活
動
へ
の
原
動
力

を
胸
に
、
子
ど
も
の
権
利
が
保
障
さ
れ
る
社
会
に
日
本
も

な
っ
て
い
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

 

（
熊
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
会
員
）

栄
留
里
美

子
ど
も
の
権
利
が
保
障

さ
れ
る
社
会
を
め
ざ
し
て

〜
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
か
ら
の
学
び
〜

パレスチナ  Witness  Visit
世界１６カ国より４０人参加

（
２
面
に
続
く
）

第　

回
全
国
総
会
が

３０
開
催
さ
れ
ま
す

　

月　

日（
土
）〜　

日（
月
）

１１

２１

２３

（
３
面
に
関
連
記
事
）

いま、地球市民として
生きるために

　

初
め
て
の
パ
レ
ス
チ
ナ
訪
問
で
の

収
穫
の
一
つ
は
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る

固
定
観
念
が
粉
々
に
打
ち
砕
か
れ
た

こ
と
で
す
。「
紛
争
地
帯
だ
か
ら
物

資
も
な
く
て
貧
し
い
」
と
い
う
思
い

込
み
は
「
私
た
ち
は
貧
困
で
は
な
い
。

占
領
か
ら
解
放
さ
れ
れ
ば
自
律
し
て

何
で
も
で
き
る
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
よ
っ
て
変
え
ら
れ
、「
イ
ス
ラ

ム
教
徒
の
女
性
は
保
守
的
で
消
極

的
」
と
い
う
疑
念
は
「
う
ち
の
子
か

わ
い
い
で
し
ょ
〜
」
と
カ
メ
ラ
の
前

で
ポ
ー
ズ
す
る
正
装
の
マ
マ
友
だ
ち

に
よ
っ
て
か
き
消
さ
れ
、「
男
性
た

ち
は
戦
闘
モ
ー
ド
な
の
で
は
」
と
い

う
不
安
は
「
お
っ
、
今
日
も
来
た

ね
！
」
と
い
う
ホ
テ
ル
近
く
の
雑
貨

屋
店
主
の
毎
度
の
挨
拶
で
溶
か
さ
れ

ま
し
た
。
苦
し
い
現
状
を
大
粒
の
涙

を
流
し
て
語
っ
て
は
大
き
な
声
で
笑

い
飛
ば
し
て
し
ま
う
、
パ
レ
ス
チ
ナ

の
人
々
の
強
く
・
暖
か
く
・
深
い
力

に
よ
っ
て
す
べ
て
が
変
え
ら
れ
ま
し

た
。
パ
レ
ス
チ
ナ
の
人
々
が
示
す
、

大
き
な
腕
で
他
者
を
包
み
こ
む
よ
う

な
度
量
は
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
も
の
で
し
た
。

　

今
回
は
ガ
ザ
の
訪
問
は
不
可
能
で

し
た
が
、
メ
イ
ン
会
場
の
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

と
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
あ
る
東
エ
ル
サ
レ
ム

に
お
け
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
入
植
地
拡

大
な
ど
、
ニ
ュ
ー
ス
で
は
大
き
く
扱

わ
れ
な
い
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
居
住
権

剥
奪
の
実
態
か
ら
、
占
領
の
問
題
の

人
が
見
え
る
関
係
を
つ
く
る

Ｊ
Ａ
Ｉ
主
催
、
世
界
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
協
力
で
、
９
月　
２２

日
〜　

月
２
日
に
実
施
さ
れ
た
「
パ
レ
ス
チ
ナ

１０

W
itness

V
isit

 
        
    
」
に
研
修
と
し
て
参
加
し
た
根

岸
朋
子
（
日
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
職
員
）
の
報
告
で
す
。

深
刻
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

パ
レ
ス
チ
ナ
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
に
迫
る
勢
い

の
入
植
地
拡
大
に
危
機
感
と
不
安
を

覚
え
ま
す
。
武
力
に
よ
る
弾
圧
・
経

済
活
動
の
制
限
・
住
居
の
強
奪
・
移

動
の
制
限
・
信
仰
生
活
の
妨
害
な
ど
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
パ
レ
ス
チ

ナ
の
人
々
は
生
き
る
権
利
を
奪
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
家
か
ら
強
制
退
去
さ
せ
ら
れ
た

の
は
今
回
で
２
回
目
。
あ
の
家
は
国

連
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
な
の
に
。

私
も
弟
も
路
上
で
宿
題
を
や
る
の
。

男
性
は
野
宿
、
女
性
は
一
時
的
に
ホ

テ
ル
を
無
料
で
貸
し
て
も
ら
っ
て
夜

を
し
の
い
で
る
」。
路
上
で
こ
う
語

家を奪われた少女。地元NGO・国連事務所も、一時的な支援し
かできない状況。狡日本YWCA



　

　
　
　原子力政策の転換を求めて、１０月３日に開催された「１０・３NO NUKES FESTA 
２００９」に、東京YWCAが実行委員会に加わり参加しました。全国から多くの人が集
まり、会場の明治公園には多彩なテントが張られ、７０近い展示ブースが並びました。
東京YWCAの展示ブースでは、全国のYWCAの活動をファイルにして、来場者に見
てもらいました。
　断続的に降り続いた雨も午後には上がり、休日の都心を７０００人の参加者とパレー
ドし、新政権に核政策（原子力政策）の転換をアピールしました。
＊同イベントのHP　http://www.nonukesfesta２００９.com/

緊急：国際協力募金
フィリピン・サモア・アメリカンサモア・トンガ・インドネシア

台風・地震・津波による被災者救援
　
◆フィリピンは９月下旬の台風１６号・１７号による洪水や土砂崩れなどに
より死者２４６人（９・３０時点）、６０万人近くが避難生活を強いられてい
ます。フィリピンYWCAから被害状況と初期救援活動報告、および被
災者救援に対する緊急支援要請が届きました。
◆サモア、アメリカンサモア、トンガは９月３０日のマグニチュード８.３の
地震とそれによる津波の発生により、死者は２００人を上回り、「村ごと
消滅した」という声も報道され、被害の全貌が見えない状況です。
◆インドネシアではスマトラ島沖で９月３０日にM７.６、１０月１日M６.８の地
震が発生し、死者は数千人を超えるかもしれないと報道されており、
こちらも被害全貌が見えない状況です。
　
日本YWCAは被害国YWCAと世界YWCAと連絡をとりながら、以上の被
災者救援募金を開始することにいたしました。ご協力をよろしくお願い
いたします。
　
■被災者救援に対する各国ＹＷＣAの取り組み

第１段階　災害直後の被災者救済。被災者には一次避難のできる場所、

下着・衣料品、水と食糧を提供。

YWCA事務所や建物のあるYWCAは、行き場を失った女性や少女に避
難場所として提供。
第２段階　一次帰宅可能な被災者へ支援（泥・がれき・汚水などを除去
する道具、鍋やコンロなどの調理器具、下着・衣料品、寝具、カウン
セリングを含む医療体制、家屋の修理に必要な材料を購入するための
資金援助）
第３段階　YWCAが活動拠点としている地域コミュニティの再建。特に

子どもと学校の支援（教科書・制服・机や椅子、教室の準備）
■緊急募金期間：２００９年１０月８日（木）～１１月３０日（火）

■募金振込先：郵便振替　００１７０‐７‐２３７２３　「（財）日本YWCA」

＊振込用紙の通信欄に、国際協力募金「アジア・太平洋地域被災者救援」
とお書きください。
■問い合わせ先：日本YWCA　〒１６０-０００８ 東京都新宿区三栄町６-１２-２Ｆ
                    　　 Tel：０３‐５３６７‐１８７２　Fax：０３‐５３６７‐１８７３
                 　 　   E-mail：office-japan＠ywca.or.jp
　　　　　　　　  http://www.ywca.or.jp
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総
選
挙
の
劇
的
な
勝
利
か
ら
誕
生

し
た
鳩
山
政
権
は
矢
継
ぎ
早
に
政
策

転
換 
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
国
際

社
会
へ
の
デ
ビ
ュ
ー
も
果
た
し
た
。

新
し
い
政
治
が
動
き
出 
し
て
い
る
。

　

選
挙
直
後
の
９
月
初
め
、
東
京
Ｙ

Ｗ
Ｃ
Ａ
の
「
新
聞
を
読
む
会
」
へ
行

く
と
、
メ
ン
バ
ー
の
表
情
が
明
る
い
。

日
ご
ろ
決
し
て
民
主
党
び
い
き
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
が
、
政
治
に
は
厳

し
く
目
を
注
ぐ
人
た
ち
だ
。
選
挙
が

も
た
ら
し
た
「
チ
ェ
ン
ジ
」 
に
、
わ

が
意
を
得
た
思
い
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

●

　

選
挙
は
民
主
党
の
勝
利
に
は
違
い

な
い
が
、
む
し
ろ
自
民
党
が
負
け
た

要
素 
が
大
き
い
。
そ
の
敗
北
は
早

く
か
ら
予
想
さ
れ
て
い
た
。
麻
生
退

陣
後
の
自
民
党
総
裁
選
に 
出
馬
を

断
念
し
た
小
野
寺
五
典
氏
は
宮
城
県

の
６
つ
の
選
挙
区
で
唯
一
人
生
き
残

り
選
挙
後
、
こ
う
述
懐
し
た
。「
東

北
の
農
村
で
３
世
代
同
居
が
減
り
老

齢
の
夫
婦
だ
け
の
世
帯
が
増
え
た
。

地
方
経
済
が
疲
弊
す
る
中
で
年
金
の

持
つ
重
み
が
変
わ
っ
て
い
る
。
今
日

よ
り
明
日
の
暮
ら
し
が
悪
く
な
り
そ

う
だ
、
と
人
々
が
思
う
と
き
政
治
の

（
１
面
か
ら
続
く
）

 
１
票
が
起
こ
し
た
「
革
命
」

鳩
山
内
閣
へ
の
政
権
交
代

 

村
野　

坦

変
革
が
起
こ
る
」。

　
「
税
こ
そ
政
治
」
と
言
わ
れ
る
。

歴
史
を
顧
み
て
も
、
英
国
議
会
の
誕

生
も
米
国
の
独
立
戦
争
も
フ
ラ
ン
ス

革
命
も
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
君
主
や
宗

主
国
の
厳
し
い
税
の
取
り
立
て
や
乱

費
に
起
因
す
る
。
豊
か
さ
が
感
じ
ら

れ
な
い
生
活
や
社
会
の
不
条
理
は
、

政
官
業
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
に
注
ぎ

込
ま
れ
る
金
の
無
駄
遣
い
、
非
効
率

に
よ
る
と
納
税
者
は
気
づ
い
た
に
違

い
な
い
。

　

鳩
山
首
相
は
国
連
演
説
で
「
政
権

交
代
は
日
本
の
民
主
主
義
の
勝
利

だ
」
と
意
義
づ
け
た
。
１
８
８
９
年

公
布
の
明
治
憲
法
か
ら
始
ま
っ
た
議

会
制
度
の
下
で　

回
目
の
総
選
挙
だ

４５

が
、
女
性
も
加
わ
る
国
民
総
参
加
の

選
挙
で
初
め
て
実
現
し
た
本
格
的
な

政
権
交
代
だ
。
米
大
統
領
リ
ン
カ
ー

ballot
ン
が
「
投
票
（      
）
は
銃
弾

bullet

（      
）
よ
り
強
し
」
の
言
葉
を
遺

し
て
い
る
。
こ
の
選
挙
は
国
民
有
権

者
の
１
票
が
起
こ
し
た
「
革
命
」
と

私
は
見
て
い
る
。「
脱
官
僚
依
存
の

政
治
」
の
新
政
権
が
繰
り
出
す
手
法

や
施
策
に
、
そ
の
思
い
を
深
く
す
る
。

●

　

鳩
山
首
相
を
指
名
し
た
国
会
へ

行
っ
て
み
た
。
記
者
時
代
、
政
治
を

追
っ
た
�
古
戦
場
�
で
は
各
党
の
獲

得
議
席
に
合
わ
せ
る
部
屋
の
入
れ
替

え
が
進
ん
で
い
た
。
結
党
以
来
、　
５４

年
間
、
第
１
党
の
司
令
室
だ
っ
た
自

民
党
幹
事
長
室
か
ら
調
度
が
運
び
出

さ
れ
て
い
て
落
城
の
悲
哀
を
感
じ
さ

せ
た
。

　

そ
こ
へ
入
城
す
る
民
主
党
は
、
衆

院
で
は
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
も
の

の
参
院
で
は
単
独
で
過
半
数
に
届
か

な
い
。
そ
こ
で
社
民
・
国
民
新
両
党

と
連
立
を
組
ん
だ
。
民
主
党
は
何
よ

り
も
参
院
で
も
過
半
数
に
な
り
長
期

政
権
の
足
下
を
固
め
た
い
。
来
年
夏

の
参
院
選
に
勝
つ
こ
と
が
最
優
先
だ
。

政
策
面
は
選
挙
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を

３
党
合
意
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
か
け
る

が
、
参
院
選
を
意
識
し
た
内
政
重
視

に
な
る
。
ま
ず
自
公
政
府
が
つ
く
っ

た
補
正
予
算
の
組
み
替
え
か
ら　

年
１０

度
予
算
案
づ
く
り
が
新
政
権
の
力
試

し
に
な
る
。
外
交
面
で
は
イ
ン
ド 

洋
で
の
自
衛
隊
の
給
油
活
動
延
長
、

米
軍
普
天
間
飛
行
場
移
転
に
解
決
の

時
間
が
迫
る
が
、
核
廃
絶
や
北
朝
鮮

と
の
拉
致
問
題
な
ど
は
息
長
い
取
り

組
み
に
な
り
そ
う
だ
。
曲
折
は
あ
る

だ
ろ
う
が
、
責
め
は
巨
大
議
席
を
与

え
た
有
権
者
も
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
む
ら
の
・
ひ
ろ
し　

元
朝
日
新
聞

記
者　

東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
「
新
聞
を
読

む
会
」
メ
ン
バ
ー
）

る
の
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
に

隣
接
す
る
家
か
ら
、
イ
ス
ラ
エ
ル
当

局
に
よ
り
今
年
８
月
に
強
制
退
去
さ

せ
ら
れ
た
一
家
の　

代
の
少
女
で
す
。

１０

目
の
前
に
あ
る
彼
女
の
家
に
は
今
、

イ
ス
ラ
エ
ル
人
入
植
者
が
住
ん
で
い

ま
す
。

　
「
地
元
の
国
連
事
務
所
に
も
Ｎ
Ｇ

Ｏ
に
も
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
訴
え

た
わ
。
こ
う
し
て
路
上
で
で
き
る
限

り
の
ア
ピ
ー
ル
を
し
た
っ
て
、
誰
も

足
を
止
め
て
く
れ
な
い
」。
一
家
は

小
さ
な
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
状
況
を

記
し
、
街
路
樹
の
下
で
昼
夜
抗
議
し

て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
よ
う
な
外
国

の
個
人
訪
問
者
に
何
が
で
き
る
だ
ろ

う
か
と
躊
躇
し
て
い
る
と
、「
状
況

が
す
ぐ
に
変
わ
ら
な
い
こ
と
は
わ

か
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
私
は
聞

い
て
く
れ
る
人
に
は
喜
ん
で
話
す
わ
。

国
に
帰
っ
た
ら
絶
対
に
、
話
し
て
広

め
て
く
だ
さ
い
」
と
少
女
は
感
情
を

押
し
と
ど
め
な
が
ら
言
い
ま
し
た
。

目
の
前
の
入
植
者
に
パ
レ
ス
チ
ナ
人

が
抗
議
し
よ
う
も
の
な
ら
即
逮
捕
で

し
ょ
う
が
、
国
際
法
違
反
の
入
植
活

動
を
し
た
こ
と
で
イ
ス
ラ
エ
ル
人
が

裁
か
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
々
の
抵
抗
の
積
み
重
ね
で
力
を
失

い
か
け
て
い
る
パ
レ
ス
チ
ナ
の
人
々

か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
非
人

道
的
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
イ
ス
ラ
エ

ル
の
占
領
を
、
世
界
規
模
の
大
き
な

力
で
中
止
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

　
「
平
然
と
し
て
見
え
る
っ
て
？　

日
常
化
し
た
不
合
理
・
違
法
・
不
正

を
い
ち
い
ち
考
え
て
い
た
ら
頭
が
お

か
し
く
な
る
か
ら
よ
。
適
応
し
な
い

と
や
っ
て
ら
れ
な
い
の
。
適
応
す
る

と
問
題
を
問
題
と
も
思
わ
な
く
な
る
。

こ
れ
が
怖
い
こ
と
な
の
よ
」
と
い
う

パ
レ
ス
チ
ナ
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
ミ
ラ
・
リ

ゼ
ッ
ク
総
幹
事
の
言
葉
、
そ
し
て
、

「
私
た
ち
は
ユ
ダ
ヤ
人
が
嫌
い
な
ん

じ
ゃ
な
い
。
イ
ス
ラ
エ
ル
と
い
う
国

の
や
り
方
を
拒
否
し
て
る
ん
で
す
。

私
た
ち
の
人
権
と
安
全
も
等
し
く
守

ら
れ
る
社
会
を
実
現
し
た
い
、
そ
れ

だ
け
で
す
」
と
い
う
パ
レ
ス
チ
ナ
の

人
々
か
ら
何
度
も
聞
い
た
言
葉
を
思

い
出
し
ま
す
。

　

で
は
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
私
た

ち
は
何
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
全

世
界
か
ら
集
ま
っ
た　

名
の
参
加
者

４５

た
ち
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
、
以
下
の
４

つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
繰
り
返
し
確
認

し
ま
し
た
。た
だ
し
、常
に
新
し
い
解

決
の
方
法
を
見
い
だ
す
こ
と
が
必
要

で
す
。
イ
ス
ラ
エ
ル
製
品
や
投
資
の

ボ
イ
コ
ッ
ト
（
Ｂ
Ｄ
Ｓ
）、
自
国
に

い
る
パ
レ
ス
チ
ナ
人
・
イ
ス
ラ
エ
ル

人
の
話
を
聞
く
機
会
を
設
け
る
、
政

府
や
国
連
に
手
紙
を
出
す
。
全
世
界

の
Ｙ
Ｗ
と
Ｙ
Ｍ
メ
ン
バ
ー
が
行
動
す

れ
ば
７
０
０
０
万
人
規
模
の
成
果
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
最
後
に
メ
デ
ィ

ア
を
使
っ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

Y
outube

 
      
やFacebook

        
な
ど
を
使
っ

て
、
ガ
ザ
地
区
の
若
者
や
イ
ス
ラ
エ

ル
の
若
者
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す

る
。
既
に
た
く
さ
ん
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
＊
が
あ
る
そ
う
で
、
個
人
が
見

１６の国々・地域から、１０～７０代の男女が参加：狡日本YWCA

放
射
能
を
出
さ
な
い

　
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

え
る
有
効
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て

活
用
で
き
そ
う
で
す
。

注
＊
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
交

流
の
場

W
itness

V
isit

 
        
    
の
声
明
文
は　

月
１０

末
日
に
世
界
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
よ
り
発
行
予

定
で
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
日
本

Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
ま
で
。

難
民
キ
ャ
ン
プ
の
子
ど
も
た
ち
。
日
本
か
ら
の
募
金
は

キ
ャ
ン
プ
内
の
幼
稚
園
に
送
ら
れ
ま
す
。

 

狡
日
本
Y
W
C
A



The Young Women's Christian Association No.6873 2009年11月1日 1946年6月25日  第三種郵便物認可 

　
　

月　

日
か
ら
、
い
よ
い
よ
第　

１１

２１

３０

回
全
国
総
会
が
開
か
れ
ま
す
。
こ
の

３
年
間
で
見
え
て
き
た
課
題
・
成
果

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
実
り
あ
る　
３０

総
会
期
を
進
め
る
た
め
の
、
大
切
な

総
会
で
す
。

　

第
一
の
議
案
は
、
公
益
法
人
新
法

へ
の
対
応
と
し
て
、
日
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

が
一
般
財
団
法
人
申
請
の
方
向
性
も

視
野
に
、
日
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
あ
り
方

を
じ
っ
く
り
考
え
て
方
向
性
を
定
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
二
の
議
案
と
し
て
、
戦
後
の
日

本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
平
和
の
取
り
組
み
の

さ
ら
な
る
展
開
を
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

地
域
の
人
々
と
連
携
し
て
進
め
て
い

く
た
め
に
も
、「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

戦
争
の
謝
罪
と
未
来
に
向
け
て
の
決

意
表
明
文
」
案
を
１
日
目
の
議
事
で

決
議
い
た
し
ま
す
。
文
案
に
つ
い
て

は
地
域
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
と
の
積
極
的
な
や

り
と
り
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
原
案
で

あ
り
、
粛
々
と
決
議
を
と
る
予
定
で

す
。
そ
の
証
人
と
し
て
韓
国
Ｙ
Ｗ
Ｃ

Ａ
か
ら
会
長
・
青
年
委
員
会
担
当
常

任
委
員
・
ユ
ー
ス
の
３
名
を
ゲ
ス
ト

と
し
て
招
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
世

　

井
戸
端
で
サ
マ
リ
ア
の
女
性
と
主
イ
エ
ス
は
出
会
い
ま
し
た
。
水
を
め
ぐ
る
対
話
を
し
て
い
る
間
に
イ

エ
ス
は
女
性
に
夫
を
呼
ん
で
く
る
よ
う
に
と
語
り
、
彼
女
は
５
人
の
男
性
と
結
婚
し
て
き
た
け
れ
ど
も
、

今
共
に
生
活
し
て
い
る
人
は
夫
で
は
な
い
と
告
げ
ま
す
。
家
に
子
孫
を
残
す
た
め
に
、
自
分
も
生
き
て
い

く
た
め
に
結
婚
を
繰
り
返
す
他
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
痛
み
に
触
れ
て
、
イ
エ
ス
は

「
わ
た
し
は
、
キ
リ
ス
ト
と
呼
ば
れ
る
メ
シ
ア
が
来
ら
れ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
す
」
と
答
え
る
女
性
に
、

「
わ
た
し
が
そ
う
な
の
だ
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
枯
れ
枝
の
よ
う
に
う
つ
む
き
歩
い
て
い
た
私
に
、
主
は

語
り
か
け
て
下
さ
る
。「
わ
た
し
が
そ
う
な
の
だ
」
と
。
生
き
て
い
く
こ
と
の
重
さ
を
そ
の
肩
に
負
っ
て

き
た
、
痛
み
に
触
れ
ら
れ
、
あ
り
の
ま
ま
の
姿
で
自
ら
を
受
け
止
め
ら
れ
た
時
、
私
た
ち
の
内
に
あ
る
水

脈
に
い
の
ち
の
水
が
流
れ
始
め
ま
す
。
そ
し
て
、「
神
の
恵
み
に
よ
っ
て
今
日
の
わ
た
し
が
あ
る
の
で
す
」

Iam
w
hatIam

（    
  
        
　

コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
Ｉ　

章　

節
）
と
賛
美
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

１５

１０

れ
は
何
に
も
代
え
難
い
「
よ
き
知
ら
せ
」、
福
音
で
す
。

　

サ
マ
リ
ア
の
女
性
は
傷
に
お
お
わ
れ
て
見
え
な
か
っ
た
新
た
な
自
分
を
見
出
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
彼
女
は
、
町
に
行
っ
て
同
じ
よ
う
に
傷
つ
き
、
癒
し
を
必
要
と
し
て
い
る
人
、
打
ち
ひ
し
が
れ
て

い
る
人
に
、「
よ
き
知
ら
せ
」
を
知
ら
せ
ま
し
た
。
わ
き
出
る
水
は
、
そ
の
人
自
身
の
あ
り
方
を
回
復
さ

せ
、
力
を
引
き
出
す
の
で
す
。 

増
田
琴
（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
巣
鴨
と
き
わ
教
会
牧
師
）

「
わ
た
し
が
与
え
る
水
は
そ
の
人
の
内
で
泉
と
な
り
、

 
永
遠
の
命
に
至
る
水
が
わ
き
出
る
」

 

（
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
４
章　

節
）

１８

界
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
会
長
・
副
会
長
・
総
幹

事
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
紹

介
し
ま
す
。

　

１
日
目
の
夜
は
ア
ジ
ア
を
テ
ー
マ

に
交
流
の
ひ
と
時
を
持
ち
た
い
と
、

現
在
ユ
ー
ス
を
中
心
に
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

２
日
目
、
日
曜
礼
拝
の
後
、
次
の

　

総
会
期
の
方
向
性
を
考
え
る
と
き

３０に
し
ま
す
。
ま
ず
、
韓
国
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

会
長
か
ら
決
意
表
明
に
対
す
る
応
答

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
す
。
次
に
日

本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
課
題
と
展
望
に
つ
い

て
の
発
題
が
あ
り
ま
す
。

　

午
後
は
分
科
会
に
分
か
れ
て
、
第

　

総
会
期
の
具
体
的
な
活
動
計
画
を

３０検
討
し
ま
す
。
私
た
ち
が
抱
え
て
い

る
、
会
員
の
減
少
・
高
齢
化
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
行
き
詰
ま
り
、
な
ど
の
課

題
を
克
服
し
な
が
ら
、
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の

目
指
す
「
核
」
の
な
い
、
暴
力
の
な

い
世
界
実
現
の
た
め
、
小
さ
く
て
も

豊
か
な
実
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
運
動
展
開
を
計
画
し
た
い
と
考

え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
下
記
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
あ
る
と
お
り
、
イ
シ
ュ
ー
の
活

性
化
の
た
め
の
分
科
会
５
つ
と
、
組

織
の
活
性
化
の
た
め
の
分
科
会
２
つ
、

合
計
７
つ
の
分
科
会
を
用
意
し
ま
し

た
。
夜
は
、
８
時
に
は
全
体
会
終
了

の
予
定
で
す
。

　

３
日
目
の
議
事
Ⅱ
で
は
、
事
業
計

画
、
２
０
１
０
年
単
年
度
予
算
の
概

要
、
公
益
法
人
新
法
へ
の
対
応
、
前

日
の
分
科
会
か
ら
出
さ
れ
た
提
案
を

議
案
に
し
て
い
き
ま
す
。

●

　

今
回
の
総
会
は
、
ど
こ
か
の
誰
か

が
決
め
る
の
で
な
く
、
参
加
す
る
皆

様
が
立
案
者
で
あ
り
、
実
行
者
で
す
。

世
界
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
に
連
な
る
全
国
の
Ｙ

Ｗ
Ｃ
Ａ
の
力
を
あ
わ
せ
、
３
年
後
に

は
、
新
た
な
会
員
・
新
た
な
提
案
を

更
に
押
し
出
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
基
盤
づ
く
り
が
、　

総
会

３０

期
の
歩
み
で
あ
っ
た
ら
う
れ
し
い
と

考
え
ま
す
。

　

な
お
、　

日
午
前
中
に
臨
時
総
会

２１

を
開
催
し
会
則
改
正
案
を
決
議
、
ま

た
そ
の
後
臨
時
中
央
委
員
会
を
開
催

し
て
第　

総
会
期
加
盟
費
（
分
担

３０

金
）
算
出
基
準
案
を
決
議
し
ま
す
。

　

時
代
の
節
目
に
あ
っ
て
、
そ
の
時

を
大
切
に
と
ら
え
、
皆
様
の
健
康
が

ま
も
ら
れ
な
が
ら
の
総
会
で
あ
る
よ

う
に
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

 

第　

回
全
国
総
会
準
備
委
員
長

３０

　
 

俣
野
尚
子

日程： ２ ０ ０ ９ 年 １ １ 月 ２ １ 日（土）～ ２ ３ 日（月・休） 
会場：国立 オ リ ン ピ ッ ク 記念青少年総合 セ ン タ ー 

１ １ 月 ２ ３ 日（月・休） １ １ 月 ２ ２ 日（日） １ １ 月 ２ １ 日（土） 
メ デ ィ テ ー シ ョ ン （ハ ン・ ミ ミ 韓 国 
YWCA常任委員　予定） 

８:３ ０ 日曜礼拝（増田琴牧師） ９:０ ０ 受付（登録） ８:１ ５ 

議事 Ⅱ 
１．会長 ・ 副会長 ・ 中央委員選挙結果 
報告 

２． ブロ ッ ク別 候 補 者 選 考 委 員 選 出 
報告 

３．第 ３ ０ 総会期主題案・日本YWCA
ビ ジ ョ ン 案 

４．第 ３ ０ 総会期事業計画案 
５．第 ３ ０ 総 会 期： ２ ０ １ ０ 年 度 収 支 予 算 
概要 

６．公益法人新法へ の 対応の 方向性 
７．協議 か ら 出 さ れ た 事項 
８． そ の 他 

９:０ ０ 「 アジ ア・太 平 洋 戦 争 の 謝 罪 と 未 
来 に向 け て の 決 意 表 明 文」への 応 
答 メ ッ セ ー ジ 
（ カ ン ・ キ ョ チ ャ 韓国YWCA会長　予定） 

１ ０ : １ ０ 臨時全国総会 

日本YWCA会則改正案 
９:０ ０ 

臨時中央委員会 
発題 
① 第 ３ ０ 総 会 期 の 全 国 運 動 を よ り 活 
発 に 展開 す る た め に 
② イ シ ュ ー に 関 す る 発題 
・非核 に よ る 平和 
・平和・憲法 
・女性へ の 暴力の 克服 
・市民 レ ベル で築 く 東北 ア ジア の 
　信頼関係 

１ ０ : ３ ０ 

１ ２ : ０ ０ 

分担金（加盟費）算出基準案 

１ ０ : ３ ０ 

１ ２ : ０ ０ 
第 ３ ０ 回全国総会 

受付（登録） １ ２ : ３ ０ 

閉会 １ １ : ３ ０ 開会 １ ３ : ３ ０ 
解散 １ ２ : ０ ０ 会長 ・ 副会長 ・ 中央委員選挙 

　　　　　　　 （代議員の み） 

昼食 組織会 
議事 Ⅰ 
　第 ２ ９ 回全国総会記録確認 
　報告 
１．基調報告 
２．活動報告 
３．収支決算書 （ ２ ０ ０ ６ ・ ２ ０ ０ ７ ・ ２ ０ ０ ８ ） 
４．候補者選考委員会報告 
５．公益法人新法へ の 対応 
６． 「 ア ジ ア・太 平 洋 戦 争 の 謝 罪 
と 未来 に 向 け て の決意表 明文」 
（案） 

７． そ の 他 

１ ４ : ０ ０ 

第 ３ ０ 総会期第１回運営委員会 
評議員会 

１ ３ : ３ ０ 

１ ６ : ３ ０ 

● イ シ ュ ー の 活性化の 分科会 
・非核 に よ る 平和 
・平和・憲法 
・女性へ の 暴力の 克服 
・市 民 レベ ル で 築 く 東 北 ア ジ ア の 
信頼関係 
・日 韓 ユ ー ス ・ カ ン フ ァ レ ン ス の今 
後 と 韓国YWCAと の 協働 

●組織の 活性化の 分科会 
・広報/フ ァ ン ド レ イ ジ ン グ 
・新 し い/若 い女性へ の ア プ ロ ー チ 
や会員研修 を 考 え る 

１ ３ : ３ ０ 

１ ７ : ０ ０ 会長 ・ 副会長 ・ 中央委員候補者紹介 １ ６ : ３ ０ 
夕食 ブ ロ ッ ク 別候補者選考委員選出 

　　　　　　　　   （代議員の み） 
１ ７ : ０ ０ 

全体会 １ ８ : ３ ０ 

２ ０ : ０ ０ 

交流会（含　夕食） 
テ ー マ ：身近 に ア ジア ！ （仮題） 

１ ８ : ０ ０ 

２ ０ : ３ ０ 

近隣YWCAの協働の実り

湘南・横浜・平塚YWCA

　湘南・横浜・平塚YWCAは、長年共同プログラムを実施し、成果

を上げてきた。

　特に画期的なものは２００２年の有事法制反対のアクションだろう。

浦和・東京YWCAも一緒に、若者たちが中心になって、浦和から上

野・横浜・藤沢・平塚まで電車で移動して、各地でそれぞれの反対

の意思表明をした。

　毎年行う「沖縄デー」も、今年は沖縄YWCAの大城美代子さんを

迎えて中央委員会の前日に横浜Yで行った。大城さんの、米軍基地

の実情と問題点の的確な指摘は、長く厳しい辺野古の闘いの中で研

ぎ澄まされたものであろうと心を動かされた。このような女性たち

が、YWCAの運動の中から育っていくことを誇りに思う。他の地域

での反原発の運動などでも、こうした会員が多く活躍していること

と思う。

　すでに日本Ｙの機関紙でも紹介したが、２００８年３月にドキュメン

タリー映画「ひめゆり」を上映し、今年は８月１日に「NAKBA」

の上映会を３市Ｙで開催した。どちらも２００名を超える観客を得て

大盛会だった。特に今回は会場である公的機関が前回の実績を評価

して、共催をしてくれたことは、大きな収穫である。今回も収益の

中からパレスチナＹへの支援もできた。単独ではとてもできないこ

とを３市Ｙが協力すれば、ここまで出来るのだという自信を得た。

今回の収益を元に次回の計画も進行中である。

 平塚YWCA　三股まさ子

「NAKBA」上映会にて

第３０回全国総会お知らせ
Women Creating a Safe World
女性が創り出す平和な世界
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　訪韓の度に、明洞大聖堂の真下にある韓国YWCAの建物を横目にして、あの中で一

体どんな活動が具体的になされているのかな、等と考えながら通り過ぎていた。２０年

も前からである。今回は、弘前YWCAが設立されて１０周年目を迎えて、設立に先立つ

１年前から行ってきたYWCAハングル講座の仲間５人と、ようやくあの建物を訪れる

ことが出来た。

　にこにことスタッフ一同が温かい笑顔で迎えて下さり、共に祈り、短い語らいの時

が持てたことは大きな喜びであった。総幹事室へ案内され、そこに並んだ歴代の会長

の写真には見覚えのある方の顔が見られた。韓国YWCAは日帝時代の中で苦悩しつつ

歩まれた。その心痛と日本への寛大な思いを思う時、私たちは世界に連なる同じ

YWCAとして「平和」実現のために歩み続ける思いを新たにさせられた。

　日本で１番小さな弘前YWCAが何とか１１年目を迎えて、これから歩むべき方向が示

された思いがして、静かな深い感動に包まれて帰国の途についた。ソウルYWCAへも

併せて案内していただいて訪問することが出来たことも重ねて感謝する旅であった。

 弘前YWCA　松村枝美

日本YWCAビジョン２０１５委員会では、９条キャンペーンの一環として、２０１０年版

年賀状を作成しました。今年も皆さんのリクエストにお応えして、お年玉付年賀

ハガキに印刷しています。

●各１枚１００円＋送料

　　一度に合計３００枚以上ご注文の場合

　　１枚９６円＋送料

●締切：１０月３１日（土）

●デザインは、日本YWCAホームページ

でご覧いただけます。各YWCAにもお

知らせしています。

●ご希望のデザインと枚数・送付先・〒番

号・住所・宛名を明記してFAXまたは 

E-mailでお申し込みください。

【注文先】

日本YWCAビジョン２０１５委員会

FAX：０３-５３６７-１８７３

E-mail：office-japan@ywca.or.jp

お年玉付年賀ハガキ

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

賛
助
費
（
以
下
敬
称
略
）
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田
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中
橋
美
鈴

世
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石
川
松
子　

平
和
教
育
資
金

金
剛
静
慧　

横
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ト
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横
浜
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リ
ー
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の
木
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金
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田
康
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角
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東
口
千
津
子

池
田
一
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佐
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チ
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支
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横
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塚
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岡
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般
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崎
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Ｔ
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ス
ト
ッ
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子
ど
も
買
春
の

会　

ひ
ろ
し
ま
を
考
え
る
旅
委
員
会

 

（
２
０
０
９
年
９
月　

日
現
在
）

２０

人をつなぎ、生かし、エンパワーする

YWCAの出前ワークショップ
　

●出前ワークショップ第２期終了
　日本YWCAビジョン２０１５委員会では、女性のリーダーシップ養成の一環として、地域

YWCAや日本YWCAで展開するワークショップ＆ファシリテーターの派遣を実施してい

ます。０９年５月～９月にかけて、第２期とし

て４つのYWCAにファシリテーターを派遣し

ました。

＊静岡YWCA：５月９日（土）「平和のスキル

を身につける」（ファシリテーター　二木佐知

子・京都YWCAほーぽのぽの会）＝写真

＊神戸YWCA：６月６日（土）「女性のための

『新しい』リーダーシップトレーニング」（ファシ

リテーター　増井さとみ・名古屋YWCAもー

やっこ さりさり）

＊札幌YWCA：７月１２日「核のない地球＠９条－子どもたちに伝えるためのワークショップ」

（ファシリテーター　藤原玲子・日本YWCAビジョン２０１５委員会）

＊釧路YWCA：９月５日（土）「女性のためのこころとからだを自分でまもる　セルフディフェ

ンス講座」（ファシリテーター　具ゆり・ウィメンズカウンセリング名古屋YWCA）

　ワークショップの前後には、ファシリテーターと参加者の集いを持ち、交流を深め、

さらに課題の共有を図ったケースが多くありました。YWCAのリソースを共有し、それぞ

れのYWCAが活性化することを目的に実施した「YWCAの出前ワークショップ」の企画

に対して、参加者・受け入れYWCAおよびファシリテーターを送り出しYWCAから、評

価と今後の期待が寄せられました。
　

●「核のない世界＠９条」in中高YWCA夏のカンファレンス
　８月４日、とわの森三愛高校を会場に、中高YWCA北海道・東北ブロックの夏のカン

ファレンスで、札幌YWCAの会員が中心となり「核のない世界＠９条－子どもたちに伝

えるためのワークショップ」を実施しました。事前のリハーサルに中高YWCAの生徒さ

んが参加してくれるなど、中高YWCAと札幌YWCAのよい協力関係の下、中高生と大人

が一緒に核の問題を考える機会となりました。参加した生徒からは、「あの湾岸戦争のあ

との悲劇も改めて知り、ショックでした。核なき世界の実現とよりよい世界の実現に

もっと真剣に取り組んでいきたい」などの感想が寄せられました。

　

●「核のない世界＠９条」inカトリック平和旬間のつどい
　８月９日カトリック横浜教区正義と平和協議会主催の平和旬間のつどいで、神奈川県

にある聖セシリア女子中高を会場に、「核のない世界＠９条－子どもたちに伝えるための

ワークショップ」を実施。このワークショップは昨年５月の９条世界会議で日本YWCA

が実施したもので、その場に参加されていたカトリックの浜崎眞実神父より声をかけて

いただき、実施の運びとなりました。当日は、ビジョン２０１５委員会から横山由美子・藤

原玲子の２委員がファシリテーターとなり、２６人の参加がありました。

今年のデザインは「萌黄（もえ
ぎ）」と「さくら」の２種類です。

創立１０周年訪韓ツアー弘前
YWCA




